日本ウマ科学会
第三回常任理事会　議事録
日　時：2009年8月10日（月）12：00～16：00
場　所：JRA本部（旧本部、西新橋）　7階　第一会議室
出席者：小川会長、菅野副会長、藤井副会長、安斉庶務担当常任理事、吉田会計担当常任理事、局編集担当常任理事、石田学術担当常任理事、徳力国際担当常任理事、青木広報担当常任理事
間事務局長
常任理事会に先立って下記委員会が開催された。
1． 名誉会員選考委員会

2． 功労賞選考委員会

3． 役員選考委員会

各委員会の出席者は小川会長、菅野副会長、藤井副会長、安斉庶務担当常任理事、吉田会計担当常任理事、局編集担当常任理事、石田学術担当常任理事、徳力国際担当常任理事、青木広報担当常任理事および間事務局長、委員長に藤井副会長を推薦して委員会をそれぞれ開催した。

1． 名誉会員選考委員会

名誉会員として長谷川篤彦会員（日本ウマ科学会前監事）および吉田仁夫会員（日本ウマ科学会常任理事）を推薦することが決定した。
2． 功労賞選考委員会

功労賞として後藤信夫会員（彫刻家）を推薦することが決定した。
3． 役員選考委員会

役員候補者の名簿が提出された。
引き続き常任理事会を開催した。小川会長に議長をお願いし、下記の議題について議論した。
議　題
1． 委員会報告（学会賞選考委員会および国際委員会含む）
2． 日本ウマ科学会　ワーキンググループ規程の制定とその他各種規程の見直しと改正について
3． 第22回学術集会について
4． 2010年　WEVA役員の講演会の実施について
5． その他
議題１
学会賞選考委員会報告

　学会賞候補者として、帯広畜産大学の佐々木直樹准教授（他薦）および鹿児島
大学の三角一浩教授（自薦）の推薦があったが、今回は佐々木先生を学会賞の候
補者として決定。

国際委員会報告

徳力：以下の3点を報告。

1. 学術渡航支援の申請が北海道大学の奥村教授から出されたが、お断りすることに決定した。

2. 学術渡航支援事業規則の変更について、支援する対象を学術系のみならず、文化的な背景をもった方々にも広く支援できるように規則の文言を改正した。また、募集期間および締切り等を明確にした。併せてHPも変更する旨指示した。
3. 国際委員会役員について、間弘子氏を加えることに決定した。
議題２
1. ワーキンググループ規程の制定について

ワーキンググループはすべて常任理事会のもとで活動するように制定した。

2. 学会賞選考規程の改正について

第３条を訂正することになった。
3. 編集委員会規程について


ここ数年、発行しているJESまたはヒポファイルには編集担当常任理事の他にそれぞれの雑誌に編集委員長が存在している。そこで、この編集委員会の委員長と雑誌の編集委員長を区別するために、規程の文言を変更した。

議題３

第22回学術集会について

　第22回の学術集会は東京大学の弥生講堂、教授会室およびアネックスを会場に本年11月30日（月）・12月1日（火）の2日間で開催する予定。今回も昨年同様にJRAの調査研究発表会との連続開催となる。参加費として会員3000円、学生1000円、非会員5000円を徴収予定。初日にJRAと合同で行われる懇親会は東京大学の農学部生協のすべてのフロアを貸し切って、会費3000円で行いたい。ワーキンググループの活動としては、海外からウマの眼科の専門医であるDr. Brooksを招聘し、学会初日にJRAの調査研究発表会で、獣医学に関する特別講演、2日目は馬の眼科に関する講演を予定している。その他、症例検討会も企画している。また、Dr. Brooksは12月2日にJRA美浦トレーニングセンターにて手術実習、12月4日にJBBA静内種馬場にて手術実習を予定している。また、ウマ科学会の受付を2箇所にすることなど報告があった。
議題４

2010年度WEVA役員による講演会の開催について

　WEVA（World Equine Veterinary Association）は1985年にWVA（World Veterinary Association）の一部として発足した。しかし、さまざまな経緯を経て、1997年からWVAから独立すること、および、学会開催次年度にIntermediate Meetingを発展途上国でもち、2～3人の理事がContinuing Education の講演に行くことが決定された。このことから、本年3月27日にWEVAの会長であるGray Norwoodから日本での講演の可能性について打診があった。当初JRAで呼んでくれないかの話であったが、経済状態から無理であると返答。また、日本ウマ科学会で講演の可能性はあるとメールを送ったところ、日本でIntermediate Meetingを開催したい旨の返事が送られてきた。今年の学術集会を参考に、WEVAを含めて2日間の開催で検討してみることとし、WEVAへは招聘時期についてはまた、後日相談することと返答することに決定した。
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